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第５回地域創生・人口減少対策本部会議 

 

○日 時：平成２７年１２月２５日（金）１０：００～１０：１５ 

○場 所：特別室 

 

【鈴木副知事】 

 地域創生・人口減少対策本部会議を開催いたします。 

 まず、企画調整部長から総合戦略について説明願います。 

 

【企画調整部長】 

 それでは、お手元の資料１－１をお開きください。 

地方創生版総合戦略におきましては、有識者会議におきまして１年間くら

い政策策定に向けて議論を進めてきたところであります。前回の本部会議に

おいて、戦略（素案）のほうをお示しいたしましたが、今回、パブリックコ

メントや市町村との意見交換などを踏まえまして、「総合戦略（案）」という

形にまとめてみました。 

 

 資料１－１ですが、前回素案のときにもお示ししましたが、変更点につい

て、まず名称が変わっております。前回、福島県まち・ひと・しごと創生総

合戦略としておりましたが、簡潔性でありますとか、メッセージ性でありま

すとか、挑戦というようなキーワード、こういったものを入れ込みまして、「ふ

くしま創生総合戦略～ふくしま７つの挑戦～」ということで名称を変更させ

ていただいております。 

 

 それから、資料の中央ですね、基本目標と成果目標というもの緑、青、ピ

ンク、橙の基本目標、その下に成果目標、数値目標を掲げさせていただいて、

１番の県内に安定的な雇用を創出するとしまして、工場立地件数に加えまし

て、安定的な雇用者数、雇用保険の被保険者数でありますけど、基本的には

今後減少が見込まれている中で、それをキープするという形で目標値を設定

させていただいております。 

 その他、ひとの流れでありますと、2020 年に社会増減を±０とか自然増で

言いますと 2040 年に合計特殊出生率 2.16 というも目標値として掲げている

ところでございまず。 

 

 それから資料１－２の方をご覧ください。７つの重点プロジェクト自体は

前回ご紹介させていただいておりますけど、今回一例ということで吹き出し

を入れて、尚且つ KPI を入れておりますので、こういう感じとなっておりま

す。 

 それで、１番、しごとづくりへの挑戦でございます。 

（１）ふくしまの雇用・起業創出プロジェクトであります。本社機能等の移

転促進ということで、地方拠点強化税制ということを汲んで、それに加えて

インセンティブの補助金のほうなんかも相まって支援を行うことによって、
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KPI、４年間で１年１件ということを目指していきたいということであります。 

それから、若年層・女性等の起業支援でありますと、開業率というかたちで

上昇を目指すとか、アウトカムよりはアウトプットに近くなりますが、会津

大学発ベンチャー新規認定数というのを平成 26年 13件というのを平成 31年

これは戦略期間の終期となるんですけれども、それで累計 23 件を目指す。 

次に（２）の「しごと」を支える若者の定着・還流プロジェクトでありま

すと、ひとつは高等教育機関の魅力向上ということで福島大学 COC+といった

こういった取組でありまして、その内容についてはアスタリスクで書いてお

りますけれども、KPI として卒業生の地元定着率、平成 26 年度 45.4％、これ

を平成31年度まで10ポイント上げるというようなKPIを設定しております。

また、ブランド力のある企業の創出ということで、県内企業の上場企業化を

事務系の就職口であったり、KPI については、増加を目指すということですが、

これは走りながらまたできれば精査していきたいと思います。 

おめくりいただきまして、農林水産業でありますと、法人の育成、誘致等、

農業生産法人等の営農組織と企業のマッチングであるとか、新事業創出によ

ります本来からの事業者等の新規雇用人数を 60 人目指すとか、或いは６次化

産業の推進であれば、現状の商品開発数を含め 440 商品の開発を目指すとい

うことであります。 

 

それから青い方にいきまして、ひとの流れ（４）定住・二地域居住推進の

真ん中あたりにいきますと、市町村と連携した定住・二地域居住を支える環

境の充実、実証モデル事業でありますと、KPI 定住・二地域居住推進に係る事

業による移住者を 100 組以上ということであります。 

 

それから観光コンテンツ、下の方を見ていただきますと観光客入込数の目

標値でありますとか、メディア芸術等の活用ということでありまして、聞き

慣れない言葉かもしれませんが、左側のアスタリスクに記載のとおり映画、

マンガ、アニメーション、CG などこういった新しい分野の芸術の総称という

ことで、こういったものも活用しながら AR 系なんかもやりながら累計 100 万

人を目指してまいります。 

 

ページおめくりいただきまして、自然増、結婚・出産・子育てでございま

す。目標値について増加を目指す等なっておりますが、こちらも数値目標設

定できればと思います。イクボスの普及拡大、保育施設の整備、今待機児童

は 400 人近くいるわけですが、待機児童がいる市町村０を目指すものでござ

います。 

 

また、まちづくりでございますが廃校等を活用した交流拠点の整備として

廃校、空き家等を活用した交流拠点数、累計 20 件を目指してまいります。 

 

今後５年間の戦略でございますが、今回補正予算であるとか一億総活躍関

連の予算であるとか国のいろいろ予算を使いながら、戦略的に進めてまいり

たいと思います。 
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【鈴木副知事】 

 関連して商工労働部長。 

 

【商工労働部長】 

 魅力有る地域社会をつくるためには、なによりも働く場の確保が重要であ

ります。そのため、新産業の育成等様々な取組を通して魅力有る就業機会の

創出をしてまいりたいと考えています。更に産業を支える人材の確保、若者

の県内定着・還流について、県内外の大学等関係機関との連携のもと、積極

的に取り組んでまいりたいと思います。 

 

【鈴木副知事】 

 こども未来局長。 

 

【こども未来局長】 

 総合戦略の策定を契機といたしまして、これまで取り組んでまいりました

こどもの医療費の無料化、多子世帯の保育料負担の軽減、こういった取組に

加えまして、若い世代の結婚・出産・子育ての希望に応えるために新たに今

年度立ち上げましたふくしま結婚・子育て応援センターの充実・強化ですと

か、三世代同居の支援、保育施設の整備の促進こういった取組をしっかりと

展開いたしまして、人口目標の達成に向けて全力で取り組んでまいります。 

 

【鈴木副知事】 

 はい。よろしいでしょうか。 

 それでは、総合戦略はこれを持って決定したいと思います。 

 最後に知事の方から。 

 

【内堀知事】 

 

人口目標の実現へ向けた施策などをとりまとめた、「ふくしま創生総合戦略～

ふくしま７つの挑戦～」をただいま決定をいたしました。 

地方創生は、いよいよこの戦略策定から具体の事業推進の段階へと移っていき

ます。 

 

地方創生にとって大切なキーワード、私は２つあると思っています。１つは

「郷土愛」。ふるさとへの熱い想いです。 

 そしてもう１つは「挑戦」。具体の実行です。この２つがなければ、地方創生

は前には進みません。 

 

先日、国の地方創生政策アイデアコンテストで、福島市の岳陽中学校が、最

高賞である大臣賞を受賞しました。彼らが、この特別室に来てくれて、先日私

の前で直接プレゼンをしてくれました。素晴らしい内容でした。まさに、福島

市、彼らにとってのふるさとに対する郷土愛がみなぎっていました。さらにプ
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ランを作るだけではなくて、中学生の目線で見た「観光ツアー」、これを実際に

やりたい、挑戦したいということを懸命に語ってくれていました。 

 

中学生自身が、ふるさとへの愛情を持ち、「自分たちでも挑戦をしたい」とい

うこの想いを我々自身が、この総合戦略の実現の中で形にしていかなければい

けません。そのためにも、県は全庁を挙げ、そして市町村とともに、さらに関

係機関、国等とも連携をして、地方創生の結果を出していくよう共に進めてい

きたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 


